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長期ビジョン・マテリアリティ
価値創造の全体像

長期ビジョン
　事業を取り巻く環境が大きく変化する中で、当社グループ
は、2016年から長期ビジョン「すべての生活空間に快適さ
を提供するリーディングカンパニーを目指して」を掲げ、その
実現に向けた中期経営計画、戦略の策定、各種施策に取り
組んでいます。 
　この長期ビジョンには、現在の当社の事業領域・ステーク
ホルダーはもちろん、それを超えた将来新たに係わっていく
であろう社会の様々な領域を含む「すべての生活空間」に対
し、当社事業による最適なソリューション（快適さ）を提供し
ていく、という思いが込められています。

マテリアリティ
　当社グループでは、サステナビリティをめぐる課題への対
応が重要と認識し、それらを経営に取り込むことにより持続
可能な社会の実現に貢献すると共に、企業価値の向上を目
指しています。2023年3月には、当社を取り巻く中長期の環
境や社会課題、ステークホルダーからの要請等を踏まえ、長
期ビジョン実現に向けて取り組むべき重要課題（マテリアリ
ティ）を特定しました。

マテリアリティKPI
　当社グループでは、特定したマテリアリティのうち、特に当社グループが重要と捉える下記９項目について指標・目標（KPI）を定
めました。目標達成に向けた取り組みを進め、進捗を管理することでPDCAサイクルを繰り返し、長期ビジョンの実現に努めます。

● 本業を通じた社会への貢献　● 地球環境の保全（E）　● 社会との共生（S）　● 事業基盤の強化（G）
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● 生物多様性の保全
● 資本政策の強化

● 人権の尊重
● ステークホルダーとの対話

● 地域社会との共生
●  ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
● BCMの強化
● 情報セキュリティの強化

● 新規事業・新製品の創出
● 生産技術・生産効率の向上
● DXによる事業変革

●● 持続可能な地球環境への貢献
● 健康経営・労働安全衛生の推進
● チャレンジメーカーに相応しい人材の育成
●● 品質向上と製品安全の確保

● 持続可能な水資源の活用 ● グローバル経営の更なる強化
●● 潜在的顧客ニーズの具現化

非常に
重要

当社グループにとっての重要度重要
非常に
重要

ミッション（=使命・存在価値）

「私たちは科学の力で豊かさ、安心、快適を創り出すチャレンジ
メーカーです。独創的で卓越した、樹脂素材の配合加工技術
で、企業と人と社会に新たな価値と喜びを提供し続けます。」

長期ビジョン

「すべての生活空間に快適さを提供するリーディングカンパ
ニーを目指して」

マテリアリティ

当社グループを取り巻く中長期の環境や社会課題、ステーク
ホルダーからの要請等を踏まえ、長期ビジョン実現に向けた
重要課題（マテリアリティ）を特定。

中期経営計画

グローバル
経営の深化
とシナジー

戦略1

顧客の
期待の
先を行く

戦略2

新規事業/
新製品への
挑戦

戦略3

環境/社会
課題解決
への貢献

戦略4

事業の強みを
伸ばすための戦略

将来に向けた
成長のための戦略

4つの戦略を支える施策

人的資本
投資

製造設備
投資

知財
（研究開発）

投資

DX
投資

ガバナンス
体制強化

環境変化・社会課題・ステークホルダー要請の確認
各本部から選抜されたメンバーで構成されるサステナビリティ委員
会事務局を中心に、当社グループを取り巻く中長期の環境の変化
や社会課題、ステークホルダー等の要請を確認するため、SDGs
やESGに関する様々なガイドライン・評価指標等を参照し、キー
ワードを洗い出し整理しました。

候補の選定
洗い出したキーワードを踏まえ、当社グループが取り組むべきマテ
リアリティ候補を選定しました。

候補の評価
選定したマテリアリティ候補について、「当社グループにとっての重
要度」と「ステークホルダーにとっての重要度」の2軸をもとに、重
要度を評価しました。

各階層による議論
社外取締役を含む経営陣によるマテリアリティ特定のための取締
役・執行役員懇談会を開催し、マテリアリティ候補やその重要度
について議論しました。同様に、部長クラスにおいても懇談会を開
催し、議論を行いました。

マテリアリティ・マトリックスの策定
上記議論の内容を踏まえ、サステナビリティ委員会においてマテリ
アリティ候補の修正・追加を行い、マテリアリティ・マトリックスを
策定しました。

経営陣によるマテリアリティの承認
マテリアリティ・マトリックスの内容を取締役会で決議しました。

企業活動の前提となる重要項目
● コーポレート・ガバナンスの高度化　● リスクマネジメントの強化　● コンプライアンスの強化

※1  死傷病報告労災に該当する労災　　※2  差別・ハラスメントを含むコンプライアンス研修の受講者数（オンデマンド受講者を除く）をもとに算出

マテリアリティ名称 評価の基準（KPI）
実績 中長期目標 該当する

SDGs2022年度 2024年度 2030年度

持続可能な
地球環境への貢献

2030年CO2排出量削減目標値の達成（単体） 41,139ｔ 35,446ｔ 24,139ｔ 
（2019年度比46.2%減）

2050年カーボンニュートラル（グループ） 86,220ｔ ー ー
総廃棄物量の総生産量比（単体） 3.44% 3.3%以下 3.0%以下

健康経営・
労働安全衛生の推進

休業労災発生件数（国内）※1 0件 0件 0件
特定健診実施率（国内） 88.9% 90% 90%

特定保健指導実施率（国内） 52.5% 55% 60%

チャレンジメーカーに
相応しい人材の育成 一人当たりの育成費用（単体） 45千円 117千円 140千円

品質向上と
製品安全の確保

市場回収を伴う重大品質事故（単体） 0件 0件 0件
化学物質の使用に関する法令遵守・
重大法令違反（単体） 0件 0件 0件

新規事業・
新製品の創出

特許出願件数（単体） ８件 （累計） 45 件 
（2022～2024年度）

（累計） 210件 
（2022～2030年度）

外部機関との協業件数（単体） 4件 （累計） 10件 
（2022～2030年度）

（累計） 35件 
（2022～2030年度）

生産技術・
生産効率の向上 生産キャパシティ（単体）

（2021年度比）
△3%

（2021年度比）
＋10% 

（2021年度比）
＋33% 

DXによる事業変革
MI人材の育成（単体） ー 9人 20人
全従業員へのDX教育の実施（単体） ー 受講率100% 受講率100%

人権の尊重
全従業員への人権・コンプライアンス研修の実施
（国内） 60%※2　 受講率100% 受講率100%

仕入先への「ESGに関するアンケート」の実施（単体） 1回/年 1回/年 1回/年

ステークホルダーとの対話
投資家、既存株主との面談実施（単体） 104社 140社以上／年 200社以上／年
顧客、取引先への顧客満足度調査の実施（単体） 1回/年 1回/年 1回/年

マテリアリティ・マトリックス
　マテリアリティ候補の重要度を評価し、 「当社グループにとっての重要度」と「ステークホルダーにとっての重要度」の両方が
高いものを、マテリアリティとして特定しました。

27 28Blue Challenge Report 2023 リケンテクノスグループ 統合報告書

マテリアリティ特定のプロセス


